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１.はじめに 

国外から移入された外来生物が生態系にもたらす負

の影響は、外来種問題として注目されている[1]が、国内

の在来魚種の本来の分布域外への移入についてはあま

り問題視されていない。これらの魚は国内移入魚と呼ば

れ、外来魚と同様に移入先における在来種の絶滅、遺伝

的攪乱など、生物多様性に深刻な問題をもたらす恐れが

ある。国内移入魚はどのような環境要因によって定着が

促進されるのか、その定着条件を把握することが、これ

まで見過ごされてきた国内移入魚へのリスク対策とし

て重要であると思われる。 
本研究は、国内移入種の中でも“魚食性”の強いハス

という魚に注目し、本種が定着している場所、していな

い場所の環境構造を比較することで、ハス定着の環境要

因を解明することを目的とする。ハスはコイ科ダニオ亜

科に属する純淡水魚で、琵琶湖産アユ放流事業の際に紛

れて各地に移入されたと考えられており、九州において

は福岡、佐賀、熊本、宮崎、大分の一級河川で既に移入

が確認されている。 

２.研究方法 

2.1 対象地域 

九州北部の佐賀県佐賀市嘉瀬川水系のクリーク(図１)
を対象として調査をおこなった。クリークとは佐賀平野

に広がる複雑な水路網のことを指し、嘉瀬川から取水し

た水を遠方に運ぶための幹線水路と、引いてきた水を溜

めておく農業用水路とに分かれる。佐賀のクリークはそ

の中で豊富な在来魚種が生息しているのが特徴である

が、この地域では平成 19 年と 20 年の魚類調査によって

ハスの存在が確認されている。ハスは魚食性を持つため、

この魚の移入によってクリーク内の生態系に甚大な被

害が起こる可能性が懸念されている。 
2.2 手法 

ハスが定着する要因を現地の物理環境調査に加え、

GIS から景観要因を抽出した。統計解析は一般化線形モ

デル(GLM)を用いた。九大農学研究院水産実験所の魚類

調査データから、調査地点全４6 ヶ所のハスの出現、非

出現データを割り出した。現地の物理環境調査からは各

調査地点の流速 v、水深ｄ、在来魚種数ｎ、外来魚種数

e を、GIS からは各地点の標高値 a、周囲 500m 内の土

地利用割合 b(建物用地)、t(幹線交通用地)、取水口まで

の距離 L(クリーク各地点からハスの流入源である嘉瀬

本川までの距離)等を環境要因として抽出した。L につ

いては、現地農家の方に対するヒアリング調査や佐賀土

地改良区・川上頭首工を訪問調査した。これらの環境要

因から統計ソフト R によってハスの各地点での出現確

率をロジスティック解析によって算出し、どのような要

因が効いているのかを調べた。 

 

３.結果 

表１に R によるロジスティック解析の結果を示す。

「ハスが出現する確率」を )x(p としたとき、一般化線

形モデルの回帰式を得ることができ、 

aL
xp
xp 12562.029388.032609.0
)(1
)(log −−=

−
 

 )(:)(: makmL 標高値　　　　嘉瀬川までの距離  
このモデルについては上記のLとaをステップワイズ法

によって選択した。その中でも各地点から取水口までの

距離が“ハスの生息確認の有無”を統計的に有意な正確

図 1.嘉瀬川水系クリーク 
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さで説明できることが明らかになった。 
国内移入魚は周辺地域の人為的改変のある環境を好

む[2]という報告があるため、周囲 500ｍの建物用地と幹

線交通用地の割合を変数として用いたが、モデル式には

選ばれなかった。現地調査で得られた複数の物理環境要

素はモデル式に選ばれなかった。特に水深については、

夏季と冬季の水位変動なども考慮に入れたが結果とし

てモデル式には選ばれなかった。 
また、この回帰式から求まるハスの出現確率を調査地

点以外の嘉瀬川水系クリーク全体で計算することで「ハ

スの出現予測マップ」を作成した。(図２) 

表 1.ロジスティック回帰分析結果 

Estimate Std.Error t value Pr
Ｉｎｔｅｒｃｅｐｔ 0.32609 0.05958 5.473 2.12E-06 ***

L -0.29388 0.06761 -4.347 8.31E-05 ***

a -0.12562 0.06761 -1.858 0.07

y = L + a
Coefficients

 

    

４.考察 

クリークにおけるハスの定着には、水深や流速といっ

た局所的な物理環境要因との関係性より、河川との連結

性の影響が大きいと考えられた。嘉瀬川と直接つながり

がある地点は３箇所あり(図２;星印)、そこからハスがク

リークに出入りしているとなると、この流入地点からの

距離が本種の出現に関係すると推測される。ハスは原産

地琵琶湖においては、産卵期に流入河川に遡上し、砂礫

底に産卵する[3],[4]といわれている。つまり、普段は産卵

環境の整っていない泥質で止水的環境のクリーク内に

いるが、その中でも可能な限り、産卵に必要な流水環境

のある嘉瀬川の近くに定着すると推測された。 
その他の環境要因はモデル式に選ばれなかったが、こ

れは現地で物理環境調査をおこなう際に、ハスが「いる」

クリークと「いない」クリークの間に明確な物理環境要

素の違いが感じられなかったことにも対応していた。 
次に、調査地点４６箇所のハスの出現・非出現データ

を出現予測マップ(図２)と照合してみた。すると、ハス

は出現確率が 11‐20%を超えると出現するようになり、

40%を超えると確実に出現していることが示された。逆

に 0-10%の出現確率ではハスはほとんど出現していな

いことがわかる。マップ上のハスの出現確率が低いエリ

アの数地点で、本種が現れているところもあるが、おお

むね実際のハスの出現・非出現をこの出現予測マップで

説明することが出来たと思われる。 
このマップの利点は、現時点でハスが定着していない

水路でも、出現確率が高ければ将来的に本種が出現する

危険があるとわかることである。また、クリーク内の希

少種のデータを本出現予測マップと重ねることで、魚種

の保全対象地域の絞込みが可能になる。さらに、現地で

の水路網のデータを揃えれば、この出現予測マップは他

の地域の水路網(筑後川水系など)においても適用出来る

と考えられる。 
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図２.ハス出現予測マップ 
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